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WB 1:2000-1:20000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:100-1:1000

Calculated MW:21 kDa; Observed MW:21 kDa
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	背景
	ユビキチンによるタンパク質の修飾は、異常なタンパク質や短寿命タンパク質を分解対象とする重要な細胞機構です。ユビキチン化には、少なくとも3種類の酵素、すなわちユビキチン活性化酵素（E1）、ユビキチン結合酵素（E2）、そしてユビキチンタンパク質リガーゼ（E3）が関与します。この遺伝子は、E2ユビキチン結合酵素ファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、ユビキチン様タンパク質であるNEDD8と結合しており、NEDD8はCdc53/culinなどの細胞タンパク質と結合することができます。[RefSeq提供、2008年7月]
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	UBE2M ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した Ramos 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。
	

	AMRe86857 を 1:5000 で使用して、HepG2、RAW264.7 細胞およびラット腎臓組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

